
　（別紙４（２）） 事業所名  グループホームたみの里ー長泉

目標達成計画 作成日：　平成　３１年　３月　２９日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35

消防署から「次は夜間想定だね」「外階段を使っ
た訓練もしましょう」と示唆があった

夜勤者が不安を抱えないよう、また有事に
判断を誤らないようにする

次年度の訓練では「夜間想定」でおこない、避
難は外階段を利用する

6ヶ月

2 36

言葉遣いや立居振舞などマナーやエチケットに
改善の余地がある

利用者の尊厳を重んじ、また利用者が主役
となる関わりを以て、より暮らしやすい環境
を整える

法人内の事業所との人事交流や１日体験を経
て、当事業所職員の接遇状態を洗い出し、改善
点を明確にしてゆく １２ヶ月

3 52

画鋲が多用されている 生活の中に潜む危険を排除する 画鋲のリスクはないか再検討のうえ、必要に応
じて替えていく
例．ピクチャーレールやコルクボードのの設置
等

２ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


